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　このたび、第21回日本癌病態治療研究会を、平

成24（2012）年７月６日（金）、７日（土）の日

程で群馬県の前橋テルサで開催させていただくこ

とになりました。私どもにとりまして大変光栄に

存じており、名誉会長の磯野可一先生、会長の生

越喬二先生はじめ名誉会員、世話人および会員の

諸先生方に厚く御礼申し上げます。

　癌に対して病態解明に関する研究を行い、治療

法を確立することを目的に世界中で膨大な研究が

日夜積み重ねられています。癌の発生には発ガン

物質の作用、環境因子、食物因子、発ガン遺伝子

や抑制遺伝子などの遺伝子、ウイルス、遺伝子の

突然変異、染色体異常、エピジェネティクス、癌

幹細胞など諸説があげられていますが、残念なが

らいまだに核心には十分に迫れていないのが現状

であります。

　医学、医療はもとより、私たちを取り巻く環境

は、近年複雑化、多様化していることは周知の事

実です。そのような社会が複雑多岐かつ流動的に

なったからこそといえるかもしれませんがわが国

でも、ものの考え方、とらえ方に「二分法」での

考え方や議論のすすめ方が過度に行われていると

感じられます。教育の現場でもディベートの力を

養う目的で Aか Bかのいずれかに生徒を分けて、

本人の本来の考え方に拘わらず議論する力を教育

するなども行われているようです。A or Bのよう

な「二分論」は複雑な事象を単純化して考えるや

り方としてそれなりに有用な方法ですが、一方で

思考の柔軟性と深遠性から遠ざかる危惧がありま

す。癌組織においても、さまざまの分子・蛋白を

含む物質がその発生・進展過程においてさまざま

な機能をもたらしている可能性があり、その総和

としてどちらかの因子となっているのかもしれま

せん。したがって癌研究においても、ある因子が

単に生体に、一方では癌にとって正に働くか、負

に作用するかとういう「二分論」ではなく、さま

ざまな因子が複雑に絡みあいながら癌の発生・進

展に関与しているという、そのままの状態で癌を

とらえることも肝要と考えます。

　このような観点に立ち、本研究会ではテーマを

「多方面から癌の本質に迫る」とさせていただき

ました。シンポジウムとして「癌発生と進展のメ

カニズム」という基礎的なことを第一線の研究者

をお招きし理解を深めていただくとともに、もう

一方で２日目に「制癌剤治療のこれから」を企画

し、現場で役立つ最新のトピックをお話ししてい

ただく予定です。

　特別講演として「一人の胃外科医の歩み：東海

大学消化器外科の35年間」と題して会長の生越喬

二先生よりご講演を予定しています。教育講座と

しては千葉県がんセンターの中川原章先生にご講

演いただきます。さらに乾純和先生、大岩俊夫先

生をお招きし開業医の視点から今も精力的に研究

を展開しておられるお二人にご講演を賜る予定で

す。そのほかにもワークショップ２セッション、

一般演題２セッションの中で基礎の先生、臨床の

先生の間で活発なご討議を行っていただき、癌の

本質に少しでも迫れることを目指して行きたいと

考えています。

　そして７月７日の研究会の最終日の午後には
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「市民公開講座」を企画しました。食道、胃、

大腸、肝胆膵、肺、乳腺および重粒子線治療な

ど幅広い分野からわが国の第一線でご活躍され

ている先生方をお招きし、一般市民や患者さん

へ癌の最先端をお伝えできればと考えています。

　詩人の萩原朔太郎の生誕の地である前橋は水

と緑と詩の町として自然に恵まれた静かな町で

すが、学問もある意味で「詩」すなわち“poem”

ではないかと思っております。学問を究めるこ

とはすなわち「浪漫」をもって研究することで

あり、その喜びと大切さを感じております。研

究会の２日目の７月７日（土）は毎年七夕祭り

が行われ、町は賑やかでカラフルな雰囲気に包

まれます。会員の皆さま方の積極的なご参加と

ご討論により実り多き研究会になることを祈念

いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。

［第21回　日本癌病態治療研究会］

⃝当番世話人 桑野博行（群馬大学大学院医学系研究科病態総合外科学）

⃝会　　　期 平成24年７月６日（金）、７月７日（土）

⃝会　　　場  前橋テルサ（前橋市千代田町二丁目5-1）

⃝連絡先および事務担当
  〒371-8511　前橋市昭和町3-39-22

 群馬大学大学院医学系研究科病態総合外科学（第一外科）内

 第21回日本癌病態治療研究会　事務局

 担当：鈴木秀樹、村岡沙矢香

 TEL：027-220-8224　FAX：027-220-8230

会議日程

【 班 会 議 】 日　時 ７月５日（木）　15：30～16：30

 会　場 群馬ロイヤルホテル９F　ガーデニア

【編集委員会】 日　時 ７月５日（木）　16：30～17：00

 会　場 群馬ロイヤルホテル９F　ガーデニア

【 世 話 人 会 】 日　時 ７月５日（木）　17：00～18：00

 会　場 群馬ロイヤルホテル９F　ガーデニア

【 総 会 】 日　時 ７月６日（金）　13：30～13：45

 会　場 前橋テルサ　ホール

【研究班評価・課題選定委員会】
 日　時 ７月７日（土）　14：10～14：20

 会　場 前橋テルサ　リハーサル室

【 表 彰 式 】 日　時 ７月７日（土）　14：20～14：30

 会　場 前橋テルサ　ホール

【 閉 会 式 】 日　時 ７月７日（土）　14：30～14：40

 会　場 前橋テルサ　ホール

全員懇親会

 日　時 ７月６日（金）　18：40～20：00

 会　場 前橋テルサ８F　けやきの間 Th
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